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【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
№
12

長い冬が終わり、木々がいっせいに芽吹き、そして競うように美しい花を咲かせています。
町には、20 社ほど神社があり、この美しい季節に約半分が祭礼を行いました。
人々は古来より祭礼で、その年の豊作や健康を願いました。現代においても地域の人々によって、守り、受け継がれて
います。

4 月 6 日に国見小学校の入学
式が行われました。新しい生
活のスタートにわくわくしな
がらもちょっと緊張した様子
の新入生のみなさん。勉強も
遊びも全力で、楽しい学校生
活を送ってください。

厳島神社例大祭（所在地：国見町大字川内字柳原地内）

国見町で三つ星な春を体験
　くにみしゅらん
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く
に
み
で
春
を
見
て
、
聴
い
て
、
味
わ
っ
て

く
に
み
し
ゅ
ら
ん
　
開
幕

　

4
月
18
日
か
ら
19
日
に
か
け

て
、
国
見
町
の
「
き
ら
き
ら
な

宝
も
の
」
を
素
材
に
し
た
バ
ス

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
国
見
町
が
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
女

性
１
０
０
人
国
見
町
応
援
団
ツ

ア
ー
」
や
「
あ
ん
ぽ
柿
づ
く
り

体
験
ツ
ア
ー
」、「
東
京
く
に
み

会
」
な
ど
の
参
加
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
「
国
見
の
春
を
体
験
し

た
い
」
と
い
う
声
を
受
け
て
、

4
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
展
開

さ
れ
る
「
ふ
く
し
ま
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、

国
見
町
合
併
60
周
年
、
歴
史
ま

ち
づ
く
り
計
画
認
定
の
3
つ
を

併
せ
た
記
念
事
業
と
し
て
国
見

町
が
企
画
し
、
3
回
に
分
け
て

実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
　
・
　
　
・
　
　
・

1
日
目

　

福
島
駅
に
到
着
し
た
参
加
者

の
み
な
さ
ん
は
、
花
見
山
公
園

へ
。
ハ
ナ
モ
モ
、
ユ
キ
ヤ
ナ

ギ
、
ボ
ケ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
な
ど

が
咲
き
誇
る
中
を
散
策
し
、
ふ

く
し
ま
の
桃
源
郷
を
体
感
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
国
見
町
を
紹
介
す
る
Ｄ

Ⅴ
Ｄ
を
見
な
が
ら
小
休
止
。

　

夜
は
、
奥
山
邸
で
の
デ
ィ

ナ
ー
。
当
主
の
奥
山
ト
キ
子
さ

ん
が
奥
山
家
の
歴
史
を
説
明
、

ホ
ス
ト
役
の
太
田
久
雄
町
長
が

「
一
度
に
お
招
き
で
き
る
お
客

様
は
少
人
数
で
す
が
、
こ
れ
が

国
見
型
の
観
光
事
業
で
す
。
ど

う
ぞ
、
ふ
く
し
ま
国
見
の
春
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
ピ
ー
チ
ワ
イ
ン
で
乾

杯
し
、食
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

福
島
産
の
食
材
に
こ
だ
わ
っ

た
シ
ェ
フ
が
作
り
出
す
イ
タ
リ

ア
料
理
は
7
品
。
ま
た
、
料
理

の
終
盤
に
は
、
フ
ル
ー
ト
と
ギ

タ
ー
の
生
演
奏
も
加
わ
り
奥
山

邸
の
洋
館
に
幸
せ
な
時
間
が
流

れ
ま
し
た
。

　
　

2
日
目

　

ま
ず
は
じ
め
に
参
加
者
の
み

な
さ
ん
が
向
か
っ
た
の
は
、
満

開
の
花
を
つ
け
た
モ
モ
畑
。
摘

花
の
作
業
体
験
で
す
。
農
家
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
作
業
に

興
味
津
々
。
作
業
が
一
段
落
し

た
後
は
農
家
と
懇
談
。

　

農
作
業
体
験
の
次
は
、
内
谷

春
日
神
社
で
太
々
神
楽
の
鑑
賞

で
す
。
社
殿
内
に
設
け
ら
れ
た

観
覧
席
に
通
さ
れ
た
参
加
者
の

み
な
さ
ん
は
、
神
楽
舞
を
見
な

が
ら
氏
子
の
世
話
役
か
ら
神
楽

の
説
明
を
聞
い
た
り
、
地
区
の

女
性
た
ち
の
手
料
理
に
舌
鼓
を

打
っ
た
り
し
な
が
ら
、
国
見
の

伝
統
文
化
と
郷
土
料
理
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
最
後
は
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
の
茶
室
で
、
抹
茶
に

よ
る
交
流
会
。
太
田
久
雄
町
長

と
の
懇
談
の
後
、
松
風
会
（
古

川
キ
ミ
代
表
）
の
心
づ
く
し
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　大変お世話になりました。ありがとうございました。
町に住む方々、太田町長、職員のみなさんの力と町に
対する愛情を感じました。
心新たに、国見町を連呼し、
応援したいと思います。
　また、お会いできることを
楽しみにしています。

国見町を応援します

　東京都品川区　松田陽子

「くにみしゅらん」とは…
フランスのタイヤメーカー、ミシュラン社
は、レストランを星の数で評価するミシュ
ランガイドを発行しています。
　国見町の 3 つ星のツアーとして「くにみ」
と「ミシュラン」をかけて「くにみしゅらん」
としました。

ふくしま
デスティネーション
キャンペーン開催中

　自治体とＪＲが一体となって取り組む
観光キャンペーン「ふくしまデスティネー
ションキャンペーン（ＤＣ）」が 6 月 30 日
まで県内で開催されています。期間中に国
見町で体験できるイベントをご紹介しま
す。

① 義経ふたり旅ＡＲで巡る

国　見　町

　町内にある義経ゆかり
の地でスマートフォンを
かざすと現在の風景の中
に新たな映像が重なりア
ニメーションを楽しむこ
とができます。『弁慶の硯
石』ほか町内 5 か所で体
験できます。

②国　見　町 ご集印めぐり
　ご集印帳を片手に町
内各所を巡り、歴史あ
る国見町の魅力を発見
し ま し ょ う ! ご 集 印 柱
は 町 内 10 か 所 に あ り
ます。10 か所すべての
ご集印を集めた方には、
オリジナルクリアファイルをプレゼント
します。ご集印帳の配布は、観月台文化
センター等で配布しています。

◆問い合わせ　まちづくり交流課
　　　　　　　☎ 585-2238

※専用アプリのダウンロードが必要です。
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E V

上下
水道課

保 健 福 祉 課

産 業 振 興 課

住民生活課 税 務 課会計課

総合案内

議会事務局

E V

E V

総 務 課

建
設
課

ま
ち
づ
く
り
交
流
課

企
画
情
報
課

幼
児

教
育
課

学
校

教
育
課

庁舎外観

議場 /多目的ホール
議会傍聴席からは議場全体を見渡せま
す。また、議場は多目的ホールとして
の機能も担います。

大会議室
大会議室では会議や研修等を行います。

窓口カウンター
窓口は木材を利用したぬくもりある
ローカウンターです。

総合案内
総合案内でわかりやすく、スムーズに対応します。

多目的トイレ
車いすやオストメイトに対応した多目
的トイレです。おむつ替えベッドや着
替えボードも設置されています。

授乳室
トイレには授乳室も
併設されています。

アカマツの広場
アカマツの広場は吹き抜けの開放的な
エントランスホールとなっています。
キッズスペースもありお子様連れでも
来庁いただけます。

新庁舎案内図

５
月
７
日
木
よ
り

　
新
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し
ま
す

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
役
場
庁
舎
の
工
事
が
完
了
し
、
５
月
７
日
よ
り
新
庁
舎
で
の

業
務
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
施
工
中
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
町
の
復
興
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

町
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
庁
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。
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国見町職員組織表

平成 27年度町内会長会議
町内会長連絡協議会総会

駅

前

錦

町

大
町
南

大
町
北

本

町

宮
町
南

宮
町
北

藤
田
宮
前

藤
田
光
陽

町

東

宮

東

鶉

町

上

野

石
母
田
東

石
母
田
表

石
母
田
北

石
母
田
原

石
母
田
西

山
崎
北

滝

山

小

林

山
崎
舘

山
崎
小
舘

山
崎
宮
舘

山
崎
沢
田

宮

前

源
宗
山
東

源
宗
山
西

平
成
27
年
度
町
内
会
長

黒
田
加
津
臣

花
井　
　

忠

遠
藤　

政
勝

鈴
木　

周
一

後
藤　

邦
彦

佐
藤　

辰
雄

奥
山　
　

宏

八
巻　

竹
治

宍
戸　

三
男

須
田　

善
治

髙
橋　

正
夫

八
島　
　

毅

南　
　

良
祐

佐
藤　

金
宏

佐
藤　

喜
平

阿
部　

泰
藏

松
浦　

和
子

德
江　

勝
美

髙
橋　
　

昇

宍
戸　
　

明

八
島　

英
雄

髙
橋　

弘
信

安
藤　

典
夫

鈴
木　

昇
一

髙
橋　

豊
光

遠
藤　

久
江

奥
山　

廣
一

秦　
　

玖
次

藤
田
地
区

小
坂
地
区

森
江
野
地
区

小

坂

太
田
川

前

田

板

橋

板
橋
南

泉
田
上

泉
田
中

泉
田
下

鳥

取

内
谷
西

内
谷
東

齋
藤　

金
夫

斎
藤　

正
雄

安
藤　

正
晴

阿
部　

良
三

蒲
倉　
　

孝

藤
原　

碩
述

大
内　

一
郎

安
齋　

弘
三

佐
藤　

洋
一

赤
坂　
　

齋

佐
藤　

清
二

大
木
戸
地
区

第

１

第

２

第

３

第

４

徳
江
北

第

７

第

８

第

９

第

10

第

11

第

12

多
勢　

恒
明

佐
藤　

武
夫

佐
藤　

正
春

佐
藤　

育
男

齋
藤　

正
勝

佐
藤　

吉
茂

村
上　
　

一

氏
家　

博
昭

菊
地　

富
男

小
島　

重
一

菊
地　

安
司

貝

田

光
明
寺

高

城

大
木
戸

山

根

大
枝
地
区 阿

部　

初
男

渋
谷　

福
重

志
村　

孝
明

谷
津　

富
夫

浅
野　

富
男

原

町

築

舘

並

柳

中

部

北

部

川

内

佐
藤　
　

実

松
浦　

幹
男

松
浦　

常
雄

玉
手　

眞
司

佐
藤
長
太
郎

鈴
木　

節
朗

退
任
さ
れ
た

町
内
会
長
に
感
謝
状

　

町
内
会
長
会
議
で
は
、
町
内
会

長
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
退

任
さ
れ
た
方
へ
太
田
町
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

(

敬
称
略)  

勤
続
年
数

町
内
会
連
絡
協
議
会

会
長
に
後
藤
邦
彦
さ
ん

　

町
内
会
長
会
議
に
続
き
開
催

さ
れ
た
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

総
会
で
、
次
の
と
お
り
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。(

敬
称
略)

　

会　

長　
　
　

後
藤　

邦
彦

　

副
会
長　
　
　

佐
藤　

正
春

　

会　

計　
　
　

松
浦　

常
雄

　

理　

事　
　
　

黒
田
加
津
臣

　
　

〃　
　
　
　

佐
藤　

金
宏

　
　

〃　
　
　
　

宍
戸　
　

明

　
　

〃　
　
　
　

安
藤　

典
夫

　
　

〃　
　
　
　

安
藤　

正
晴

　
　

〃　
　
　
　

多
勢　

恒
明

　
　

〃　
　
　
　

谷
津　

富
夫

　
　

〃　
　
　
　

鈴
木　

節
朗

　

監　

事　
　
　

渋
谷　

福
重

　
　

〃　
　
　
　

佐
藤　

清
二

　4 月 14 日、平成 27 年度町内会長会議が観月台文化
センターで開催され、64 人の皆さんに町内会長を委嘱
しました。

藤
田
宮
前

町

東

石
母
田
原

石
母
田
西

山
崎
北

山
崎
宮
舘

山
崎
沢
田

源
宗
山
北

第

４

徳
江
北

第

７

第

８

第

９

第

10

第

11

大
木
戸

原

町

中

部

管
野　

博
美

佐
藤　

幸
輔

宍
戸　

昭
一

吉
田　

磐

髙
橋　

善
勝

冨
田　

英
雄

井
砂　

研
二

尾
形　

孝
一

吉
田　

吉
夫

小
野　

智
義

徳
江　
　

昇

佐
野　
　

守

實
沢
　
勝
範

菊
地
　
博
正

菊
地
　
誠
一

志
村
　
良
男

荒
川
　
一
男

遠
藤
　
正
芳

(

敬
称
略)

4
年

1
年

2
年

2
年

3
年

1
年

11
年

2
年

1
年

3
年

4
年

2
年

3
年

1
年

1
年

6
年

2
年

2
年

新たに町内会長に委嘱されたみなさん

佐
藤　

春
人

菅
野
善
一
郎

吉
田　

俊
江

源
宗
山
北

大

坂

山
崎
耕
谷
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小
坂
地
区
に
桜
が
咲
き
始
め

た
4
月
12
日
、
小
坂
く
ら
し
館

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

が
、
多
く
の
人
々
が
参
加
し
行

わ
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
太
田
久
雄
町
長
が
「
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
大
切
で
あ

り
、
交
流
の
場
と
し
て
大
い
に

利
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
来
賓
祝

辞
に
引
き
続
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

内
覧
会
が
行
わ
れ
、
約
２
０
０

名
の
方
が
訪
れ
、
オ
ー
プ
ン
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
人
々
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

廃
校
が
再
び
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
に

～
小
坂
く
ら
し
館
　
オ
ー
プ
ン
～

　

く
ら
し
館
は
、
軽
運
動
ス

ペ
ー
ス
と
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
か

ら
な
り
、
軽
運
動
ス
ペ
ー
ス
で

は
介
護
予
防
の
た
め
の
運
動
教

室
な
ど
が
で
き
る
よ
う
壁
面
の

一
部
が
鏡
張
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
に
は
畳

コ
ー
ナ
ー
や
キ
ッ
チ
ン
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
活
用
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
内
覧
会
に
訪
れ
た

人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
茶
う
け

を
持
ち
寄
り
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
3
月
の
閉
校
か
ら

3
年
目
の
春
、
廃
校
と
な
っ
た

旧
小
坂
小
学
校
で
は
、
再
び
地

域
住
民
の
元
気
な
姿
と
笑
い
声

が
響
き
渡
り
、
小
坂
地
区
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
歩
み
始
め
ま
し

た
。

～
地
域
の
み
な
さ
ん
の
声
～

○
若
い
人
々
に
も
、
多
く
利
用

し
て
ほ
し
い

（
小
坂
地
区
婦
人
会
会
長
斎
藤

洋
子
さ
ん
）

　

今
回
の
オ
ー
プ
ン
を
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
今
後
、
若
い
人

に
も
ぜ
ひ
多
く
利
用
し
て
も
ら

い
、
部
屋
の
予
約
で
い
っ
ぱ
い

に
な
る
く
ら
い
に
な
る
と
い
い

で
す
。
ま
た
、
部
屋
の
中
だ
け

で
な
く
、
外
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
人
や
子
供
た

ち
が
遊
ぶ
姿
も
見
ら
れ
る
く
ら

い
賑
や
か
に
な
る
と
い
い
で
す

ね
。

○
小
学
校
の
校
舎
に
灯

と
も
し
びを

（
改
築
の
設
計
を
担
当
し
た
小

坂
和
也
さ
ん
）

　

あ
た
た
か
さ
と
や
わ
ら
か
さ

を
意
識
し
た
内
装
と
し
、
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
家
庭
的
雰
囲
気
と

し
ま
し
た
。
地
域
の
中
心
で

あ
っ
た
小
学
校
に
灯
を
と
も
す

こ
と
で
、
地
区
外
に
行
っ
た

人
々
が
戻
っ
て
く
る
場
と
な
れ

ば
い
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

桜ライトアップ

　桜のライトアップ点灯式が 4 月 6 日、観月台文化
センターで行われました。点灯式では岡崎長市商工
会長が「町の資源を多くの人に知って楽しんでもら
いたい」とあいさつ。カウントダウンに合わせて岡
崎商工会長、太田久雄町長、八島博正議長が点灯ス
イッチを押すと、公園内の約 100 本のソメイヨシノ
が夜空に幻想的に浮かび上がりました。
　少し肌寒い日が続く中でのライトアップとなりま
したが、来場者は思い思いに夜桜を楽しみました。

春の町民ウォーキング大会

　恒例となった春の町民ウォーキング大会が 4 月 25
日、大木戸ふれあいセンターを発着とし、町指定史
跡の岩淵遺跡や御滝神社をめぐる 5.8 ｋｍのコース
で行われ、約 100 人が参加しました。
　コース途中の岩淵遺跡では、町文化財ボランティ
アの遠藤一夫さんが、遺跡について説明しました。
　この日は、天候にも恵まれ、参加した人々は大木
戸地区に広がる桃やさくらんぼの花を楽しみながら
自分のペースでウォーキングを楽しみました。

セレモニーでのテープカット

お茶を飲みながら話が弾みます

ファイナンシャルプランナーによる

「納税相談会」を実施します
　今年度第 1 回目のファイナンシャルプランナーに
よる「納税相談会」を実施します。
　昨年度は 3 回開催したところ、17 人の方より相談
があり、生活再建のために効果的な提案をいただき、
実りある相談会となりました。
　ファイナンシャルプランナー（FP）とは、家計や
経営の相談役として、みなさんの収入・支出・資産・
債務・保険の保障内容などをうかがい、「どこかに無
駄はないか」「より良いお金の使い方はないか」をと
もに考え、アドバイスをくださる方です。
　相談会では、相談内容をもとに家計診断をし、借
入金・過払い金・保険・年金等、税に限らず生活改
善のための提案をさせていただくことで、家計全般
　

◆日　時　5 月 23 日土　
　　　　　午前 9 時から午後 4 時 50 分
◆場　所　観月台文化センター　
　　　　　3 階　「第 2 研修室」
◆相談員　ファイナンシャルプランナー
　　　　　遠藤　明彦さん　
◆申込定員　7 人程度　 
ご希望の方は、事前予約（先着順）をお願いし
ます。電話予約も受付します。
◆問い合わせ　税務課収納係　☎ 585-2780

～太陽光発電設備への補助を継続します～
町では、地球温暖化防止対策のため再生可能エネルギーの普及を積極的に支援し、地球環境の負荷軽減
を図ることを目的として、住宅用太陽光発電設備を設置する方へ設置費用を補助します。

補助の対象となる設備
　補助の対象となる設備は、次に掲げる全て
の要件を満たす方です。
①余剰電力を電力会社に送電できるよう、設
　備を商用電力と連系しているもの
②設備の最大出力が 10㌗未満であるもの
③申請時において未使用の設備

補助の対象となる方
　補助の対象となる方は、次に掲げる全ての要件を満
たす方で、平成 28 年 2 月 29 日までに設置工事が完了
する方です。
①国見町内に自らが居住している又は居住しようとす
　る住宅に対象となる設備を設置する方、又は対象と
　なる設備が設置された町内の住宅等を購入し、居住
　しようとする方
②申請年度内に、電力会社と太陽光発電余剰電力の受
　給を開始した方
③町税等を滞納していない方
④過去に太陽光発電設備設置に関して、町から補助金
　の交付を受けていない方
※注意点
　太陽光発電設備が設置された中古住宅を購入される
場合には、補助対象となりません。

補助金の額
　太陽電池容量の最大出力値１㌗あたり 2 万
円（上限 10 万円）

　予算に限りがあるため、補助金が予算の上限に
達した場合は補助金を打ち切ることになりますの
で、ご了承ください。なお、必要書類等につきま
しては、下記まで問い合わせください。
◆問い合わせ　企画情報課総合政策室　 ☎ 585-2217

　4 月 20 日に定例総会が開催され、
次のとおり確認されました。
　　・農地所有権移転　　　　1 件
　　・農地賃貸借　　　　　　1 件
　　・農地合意解約　　　　　4 件
　　・農地利用集積計画の決定
　　・担い手農業者の選定

農業委員会の動き
　5 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。
傍聴においでください。

　・日時　5 月 21 日木　午後 1 時 30 分
　・場所　国見町役場　大会議室
　◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890

の見直しができます。町ではみなさんと一緒
に解決方法を考え、支援していきますので、
一人で悩まず、まずはご連絡ください。
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町内の各学校で入学式・入園式が行われました。新たな生活のスタートに期待で

胸いっぱいの新入生のみなさんの様子を紹介します。

藤田保育所入所式 (4 月 4 日 )

国見小学校入学式 (4 月 6 日 )

入学・入園
県北中学校入学式 (4 月 6 日 )

くにみ幼稚園入園式 (4 月 8 日 )
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住宅除染の進捗状況 ( 繰越事業 )
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（4 月 22 日現在）

方　部
平成 26 年度計画分

平成 25 年度
実 施 分

除 染 完 了
合 計事　　　　前

モニタリング 除 染 着 手 除 染 完 了

藤 田 方 部 758 件 727 件 696 件 360 件 1,056 件

小 坂 方 部 316 件 280 件 244 件 310 件 554 件

森江野方部 296 件 289 件 272 件 190 件 462 件

大木戸方部 290 件 289 件 284 件 60 件 344 件

大 枝 方 部 68 件 68 件 68 件 129 件 197 件

合 　 　 計 1,728 件 1,653 件 1,564 件 1,049 件 2,613 件

県北浄化センター
　　仮設汚泥乾燥施設運転開始式　

　町では本年度計画している住宅除染 350 戸の業務
委託について、町内業者 16 社で組織する「国見町復
興有限責任事業組合」と契約を締結しました。
　住宅除染の最終年度となる平成 27 年度について
は、藤田方部 6 町内会（錦町、大町南・北、本町、
宮町南、鶉町）となるため、円滑な除染作業の推進
と早期完了を目指していきます。

　4 月 3 日に開催された東日本大震災復旧復興対策
推進国見町民会議藤田方部会において、藤田方部 4
箇所目となる仮置場候補地（大字藤田字鶉町六、北
沖地内の約 1.0㌶）が決定されました。今後、調査等
を経て整備工事を進めることになります。

　県北浄化センターの仮設汚泥乾燥施設が完成し、
4 月 21 日に運転開始式が行われました。
　この施設は、原発事故により放射性物質が検出さ
れ、敷地内で保管していた下水汚泥を減容化するた
めの施設です。1 日当たり約 60t が減容化され、処
理した汚泥は飯舘村蕨平地区に建設中の可燃性廃棄
物減容化施設に搬出することになります。
　運転開始式には、畠利行副知事や関谷毅史環境省
福島県環境再生事務所長をはじめとする関係者が出
席し、畠副知事が「安全管理を徹底し、汚泥処理に
全力を尽くします」とあいさつしました。また、太
田久雄国見町長や菅野典雄飯舘村長らが来賓として
紹介され、出席者が稼働スイッチを押し、設備を稼
働させました。
　2 年間で敷地内にある約 25,000 ｔの下水汚泥をす
べて搬出し、事故以前の周辺環境へ戻すことを目指
します。

住宅除染早期完了に向けて
　　　　　　　　　350 戸を発注 藤田方部に新たな仮置場候補地

稼働スイッチを押す出席者

・代表者　石塚　勝美
・活動日　毎週日曜日　
・主な活動場所　上野台運動公園
・会員数　40 人
・会　費　10,000 円 / 年　
・連絡先　石塚　勝美　　585-2341
　　　　　　　　　　　   090-1937-3172

−プロフィール−
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国見ドリームクラブ

　

国
見
ド
リ
ー
ム
ク
ラ
ブ
は
、

野
球
に
親
し
ん
だ
若
か
り
し
日

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
全
国
傘

下
の
福
島
県
還
暦
軟
式
野
球
連

盟
に
加
入
し
、
連
盟
主
催
の
大

会
等
に
参
加
し
て
い
る
野
球
愛

好
者
の
集
ま
り
で
す
。

　

当
ク
ラ
ブ
は
、
野
球
を
愛
す

る
有
志
に
よ
り
、
参
加
資
格
年

齢
（
満
59
歳
と
な
る
年
度
か
ら

出
場
可
）
到
達
を
待
ち
な
が
ら

仲
間
を
集
い
、
2
年
程
の
準
備

期
間
を
経
て
、
平
成
22
年
4
月

に
結
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
部

員
は
40
名
程
お
り
ま
す
が
、
国

見
町
の
み
な
ら
ず
福
島
市
、
伊

達
市
、
桑
折
町
か
ら
も
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
の
練
習
も
2
月
か
ら
上

野
台
体
育
館
で
始
め
、
3
月
中

旬
よ
り
上
野
台
運
動
場
を
中
心

に
毎
週
日
曜
日
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

福
島
県
連
盟
登
録
数
は
21

チ
ー
ム
あ
り
、
当
ク
ラ
ブ
は
2

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
4
月

下
旬
か
ら
7
月
に
か
け
て
の
春

の
リ
ー
グ
戦
（
10
試
合
）
で
、

上
部
大
会
常
連
の
強
豪
チ
ー
ム

が
揃
う
1
部
へ
の
昇
格
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
町
体
育
協
会
に
も
加
入

し
、
町
長
杯
軟
式
野
球
大
会
等

で
若
い
皆
さ
ん
達
と
も
試
合
を

し
て
い
ま
す
。
年
間
試
合
数
は

練
習
試
合
を
含
め
、
約
20
試
合

で
す
。

　

ク
ラ
ブ
会
則
に
は
社
会
貢
献

な
ど
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
、
東
日
本
大
震
災
時
に
は

さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、

町
や
仮
設
住
宅
の
皆
さ
ん
へ
義

援
金
を
届
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
駅
前
や
公
共
施

設
周
辺
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
は
還
暦
か

ら
!
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

国見小学校（6 年生）

菅野　光翔 菅野　満帆

武見　伽笑

15 14



あいさつを述べる岡崎長市会長

祝 40周年
　国見ライオンズクラブ結成 40周年式典
　4 月 12 日、国見ライオンズクラブの結成 40 周年記念式典
がみらいホール国見で開催されました。
　式典では、岡崎長市会長のあいさつ後、新築した役場庁舎
への時計の寄贈など 4 つの記念事業が発表され、岡崎会長か
ら太田町長へ目録が手渡されました。

　4 月 5 日、国見町消防団による無火災祈願が鹿島神社で行わ
れ、鈴木耕治団長をはじめとする消防団幹部が参列しました。
　太田久雄町長、鈴木団長が神前に玉串をささげ、参列した
消防団員は、無火災を祈り、予防消火につとめることを誓い
ました。

　4 月 9 日、町内に住む野村義悦さんが観月台文化センターで
交通遺児育成のためにという目的で、町に対して寄付をされ
ました。
　野村さんは、日頃より地域社会における各種の活動に積極
的に取り組んでおり、今回の寄付は、地域社会に役立ててほ
しいという善意の心から贈られたものです。

交通遺児育成に
　役立ててもらいたい

左から太田町長と野村義悦さん

　4 月 6 日、町選挙管理委員会が観月台文化センターで開かれ、
新委員長として齋藤弘さんが選任されました。
　齋藤さんは「新たに委員となられた方と共に、精一杯選挙
管理事務に努めていきたい」と抱負を述べられました。また
選挙管理委員職務代理者には、木村正義さんが指名されまし
た。

町の選挙管理委員会
　新委員長に齋藤　弘さんを選任

無火災を祈る消防団員

新委員長の齋藤弘さん ( 中央 )

町消防団　
　鹿島神社で無火災祈願

左から菊地政志さん、太田町長、奥山晶子さん

町の交通教育専門員を委嘱
　児童・生徒の交通安全を見守ります
　4 月 2 日、任期満了に伴う交通教育専門員の委嘱が観月台文
化センターで行われ、菊地政志さん、奥山晶子さんへ太田久
雄町長から委嘱状が交付されました。
　菊地さんと奥山さんは、ともに再任で、児童・生徒の通学
時の交通安全指導などを行います。

おいしいいちごをほおばる園児のみなさん

あまくて大きないちご
　　　　いただきま～す
　4 月 20 日、JA 伊達みらいより、管内で生産された安全でお
いしいいちごを食べてもらおうと、園児へのいちごの贈呈が
くにみ幼稚園で行われました。
　園児たちはおやつの時間にいちごをいただき、新鮮な赤く
て大きないちごを口いっぱいにほおばりながら、地域の味を
楽しんでいました。

　4 月 19 日、内谷春日神社例大祭が行われ、太々神楽（佐藤
清二保存会会長）が奉納されました。当日は、「猿田彦」や「二
本扇」などの舞が披露され、多くの観客を魅了しました。
　神社の境内には、町内外から多くの人々が集まり、地元の
方々からのおもてなしを受けながら、美しい舞とお囃子を楽
しんでいました。

内谷春日神社例大祭
　町無形民俗文化財・太々神楽奉納

神楽殿での舞の様子

　4 月 19 日、貝田宿さくら祭りが貝田秋葉神社で開催されま
した。当日は子ども山車が旧宿場の町並みをまわり、露店や
野草展示、七福神による踊りが披露され、満開の桜のもと春
まつりを多くの人々が楽しみました。また「貝田宿の魅力」
と題した講演会も開催され、貝田の人々が守り受け継いでき
た活動や豊かな自然について再発見しました。

笑顔あふれる
　貝田宿さくら祭り

春を楽しみながらウォーキングするみなさん

七福神による踊りの様子

小坂まちづくりの会
　小坂桃源郷歩こう会を開催

左から太田町長、赤井畑直明さん、杉副本部長

自衛官募集相談員を委嘱
　自衛官の募集に協力
　4 月 16 日、自衛官募集相談員の委嘱が観月台文化センター
で行われ、赤井畑直明さんへ太田町長、自衛隊福島地方協力
本部杉副本部長から委嘱状が交付されました。
　赤井畑さんは今回初めて相談員を務めることになります。
任期は 2 年間で、自衛官の募集や広報などに協力していただ
きます。

　4 月 19 日、小坂まちづくりの会（小坂和也会長）による小
坂桃源郷歩こう会が小坂地区で行われました。参加者は、桜、
桃、プラムなど色とりどりの花を眺めながら思い思いのペー
スで楽しみました。
　また歩き終わった後には、まちづくりの会会員が打った「そ
ば」が振る舞われ、小坂地区の春を満喫しました。
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●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　●　

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 27 年 3 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 9 月生まれ）

7 月 30 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

7 月 1 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

健康コラム　

　6 月 4 日から 10 日までは、「歯と口の健康週間」です。
　厚生労働省と日本歯科医師会では「8020（ハチマルニイマル）
運動」を行っています。町においても県歯科医師会から認定された
方を表彰します。（詳細については後日回覧でお知らせいたします。）
この機会に「口の中の健康」を見直してみてはいかがでしょうか。
　『8020（ハチマルニイマル）運動とは？』
生涯を通じて自分の歯で食べる楽しみを味わえることを目標にし
た、歯の健康づくりのための運動です。年齢や食べ物の種類を問わ

歯と口の健康週間
『おくりたい　未来の自分に　きれいな歯』

ず「噛む」ためには 20 本必要といわれており、“80 歳で 20 本の歯 ” と具体的に数値化した名称になっています。

＜歯と口の健康を守る３つのポイント＞
１．眠る前には必ず歯の手入れを
　　夕食から朝食までが一番食間が開き、口内細菌が繁殖します。寝る前には必ず歯を磨きましょう。1 本ず　　　　　　　　　
　つ上から下、左から右など順番に丁寧に磨いて、磨き残しをなくしましょう。
２．定期的に歯医者さんへ
　　歯の手入れと合わせて重要なのは定期的な歯と口のチェック。半年から 1 年に 1　　　　　　　
　回は歯医者さんに口と歯の状態を診てもらうことが大切です。
３．かむことを意識する
　　よく「かむ」ことは消化に役立つだけでなく、脳に刺激を与え、認知症予防につ　
　ながるといわれています。食事の際はよくかみ、ときには歯ごたえのあるものも食
　べましょう。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

総合検診がはじまります!!
　平成 27 年度の総合検診は 6 月 3 日から 5 日、8 日から 13 日、15 日から 16 日（延べ 11 日間）に実
施します。詳細につきましては、検診が近くなりましたら「総合検診のお知らせ」を各戸に配布します。

検　診　名 対　象　者 留　意　点

①胸部ﾚﾝﾄｹﾞﾝ検診 40 歳以上の方
①～⑥の検診：先に実施しました「健康

管理世帯調査台帳」で町の検診を希望し

た方に受診録等を配布します。

⑦の検診：検診会場で希望を伺います。

詳細は「総合検診のお知らせ」でご案内

します。

②健康診査
受診日に満 75 歳 ( ※ ) 以上の方（後期高齢

者医療制度加入者）

③胃がん検診 40 歳以上の方

④大腸がん検診 40 歳以上の方

⑤前立腺がん検診 50 歳以上の男性

⑥骨粗鬆症検診 40･45･50･55･60･65･70 歳の女性

⑦肝炎検査 40 歳以上の方で今まで肝炎検査未受診の方

⑧特定健康診査

（特定健診）

40 ～ 75 歳未満の方（受診日に満 74 歳まで

の方）（国見町国民健康保険加入者）

国見町国民健康保険加入の対象年齢の方

には町から受診録等を配布します。

※ 65 ～ 74 歳の方で後期高齢者医療制度加入者も含みます。

①～⑦の検診は町が住民に対して（②の健康診査は県広域連合より町に委託されて）実施しますが、
⑧の特定健診は各医療保険者がその保険の加入者に対して実施します。（保険証でご自身の加入している医療
保険者を確認願います。）
　なお、社会保険加入者の方（被扶養者のみ）も町で実施する健診会場に『保険証』と医療保険者が発行する『受
診券』を持参することで、受診できる場合もありますので各医療保険者からのお知らせ等でご確認ください。

いのちを救う
愛の献血に
ご協力を !!

実　施　場　所 受 付 時 間
観月台文化センター前  午前 9 時から午前 11 時

（株）大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後 1 時

一心堂薬局前 午後 2 時 30 時から午後 3 時 30 分

福島信用金庫　国見支店前 午後 4 時から午後 5 時

実　施　場　所 受 付 時 間
八巻石材工業（株）国見工場前  午前 9 時から午前 11 時

（株）大岩マシナリー　国見事業所前 正午から午後 1 時

（株）福梁製作所前 午後 2 時 30 時から午後 3 時 30 分

清水製作所（株）　福島工場前 午後 4 時から午後 5 時

【1 号車】

【2 号車】

5 月 26 日火は
国見町の献血の日です
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お
知
ら
せ

公
立
藤
田
総
合
病
院

第
41
回
元
気
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

　

公
立
藤
田
総
合
病
院
で
は
、

地
域
の
皆
様
に
向
け
て
「
元
気

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
申
込
み
不
要
・
無
料
の

セ
ミ
ナ
ー
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
下
さ
い
。

▼
日
時
　
５
月
28
日
木
午
後
４

時
か
ら

▼
会
場
　
公
立
藤
田
総
合
病
院

受
付
前
ホ
ー
ル
・
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ▼
演
題
　
在
宅
介
護
に
つ
い
て

～
リ
ハ
ビ
リ
の
視
点
か
ら
介
助

の
コ
ツ
教
え
ま
す
～

▼
講
師
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室　

鈴
木　

晃
生　

理
学
療

法
士

問
公
立
藤
田
総
合
病
院　

健
康

管
理
セ
ン
タ
ー

☎
５
８
５
‐
２
１
２
１

人
権
に
関
す
る
困
り
ご

と
な
ど
の
相
談

　

毎
年
６
月
１
日
は
、「
人
権

擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。
こ
の

日
に
合
わ
せ
て
、
町
で
は
人
権

に
関
す
る
困
り
ご
と
や
悩
み
ご

と
の
相
談
を
受
け
付
け
る
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
、
次
の
日
程
に
よ

り
人
権
擁
護
委
員
の
ほ
か
、国
・

県
・
町
の
行
政
相
談
委
員
と
地

域
の
お
悩
み
ご
と
に
関
す
る
民

生
児
童
委
員
も
会
場
で
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
を
受
付
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
困
り
ご
と
や

お
悩
み
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
２
日
火
午
前
９

時
か
ら
正
午

▼
場
所　

観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー　

第
二
和
室

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
‐
２
７
９
３

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
を

　
　
　
　
表
彰
し
ま
す

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

と
福
島
民
報
社
で
は
、
今
年
中

に
金
婚
式
を
迎
え
る
夫
婦
を
表

彰
し
ま
す
。

▼
該
当
す
る
夫
婦　

昭
和
40
年

に
結
婚
し
た
夫
婦
及
び
そ
れ
以

前
に
結
婚
さ
れ
、
届
出
を
し
て

い
な
い
た
め
に
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
夫
婦

▼
受
付
期
限　

6
月
30
日
火

▼
申
込
み
方
法　

国
見
町
社
会

福
祉
協
議
会
へ
直
接
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

問
国
見
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
５
８
５
‐
３
４
２
０

す
り
か
み
浄
水
場

一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

▼
日
時　

６
月
６
日
土
か
ら
７

日
日
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

（
受
付
時
間
）

▼
場
所　

す
り
か
み
浄
水
場

▼
主
な
催
し　

①
浄
水
場
管
理

本
館
等
の
見
学
②
ビ
デ
オ
上
映

③
摺
上
川
ダ
ム
紹
介
コ
ー
ナ
ー

④
パ
ネ
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
⑤
水

道
水
の
試
飲
会
⑥
構
成
団
体

コ
ー
ナ
ー
⑦
お
た
の
し
み
コ
ー

ナ
ー(

水
ヨ
ー
ヨ
ー
な
ど)

⑧

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水
『
す
り
か
み

の
水
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
福
島
地
方
水
道
用
水
供
給
企

業
団
総
務
課　

☎
５
４
１
‐
４
１
０
０　

税
務
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
１
月
１
日
以
後
の

相
続
税
に
つ
い
て
は
、
基
礎
控

除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

３
千
万
円
＋
（
６
百
万
円
×

法
定
相
続
人
の
数
）　

（
注
）
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
遺

産
の
総
額
が
相
続
税
の
基
礎
控

除
額
を
超
え
る
場
合
は
、
相
続

税
の
申
告
と
納
税
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
個

別
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
電
話
等
に
よ
り
予

約
の
上
、
税
務
署
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
福
島
税
務
署
資
産
課
税
部
門

☎
５
３
４
‐
３
１
２
１　
（
内

線
３
６
１
）
※ 

音
声
案
内
に

「心配ごと相談」
       開催日　 6 月 2 日火 ( 人権相談 )

                         6 月 25 日木

       時　間　午前 9 時から正午

       場　所　観月台文化センター第 2 和室

       相談員　民生児童委員

 「障がい者相談」
        開催日　6 月 16 日火　

        時　間　午前 10 時から午後 4 時

        場　所　役場庁舎　中会議室【南側】

        相談員　NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守いたします。費用はかかりません。予約制ではありません。お気軽にご来場ください。
◆問い合わせ　保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

6 月の
相談会

　　
　　人口　　  9,729 人　（△ 40）
　　  男　　    4,675 人     （△ 21）
     　 女　         5,054 人    （△ 19）　
　    世帯　  　3,396 世帯（ △ 1）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 27 年 3 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7時まで延長しています

≪窓口延長の日≫　5 月 14 日、21 日、28 日
　　　　   　　　　  6 月 4 日、11 日、18 日、25 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の
届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
3 月 21 日～ 4 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）までご連絡ください。

秦　陸
り く と

斗ちゃん
哲也さん　真里さん （ 本 町 ）

「火災に注意しましょう」
火の取扱いには十分注意しましょう。

ゴミ出しルールとマナーを守りましょう！
「収集日・分別区分を守り、ごみを出してください。」

●結 婚 お め で と う ●　

菊地　　保さん
白石　友子さん （ 第 1 0 ）

従
い
、「
２
」
を
押
し
て
く
だ

さ
い
。

自
動
車
税
の
納
期
限
は

　
　
６
月
１
日
月
で
す

　
～
コ
ン
ビ
ニ
で
も

　
　
　
　

納
付
で
き
ま
す
～

　　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月 

１
日
（
午
前
零
時
）
現
在
の
自

動
車
の
所
有
者
（
ま
た
は
使
用

者
）
に
課
税
さ
れ
る 

県
の
税

金
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
自
動
車
税
納

税
通
知
書
は
、 

５
月
８
日
金
に

各
福
島
県
地
方
振
興
局
か
ら
一

斉
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期

限
の
６
月
１
日
月
ま
で
に
納
税

阿部　絆
は の ん

音ちゃん
智一さん　まりもさん（ 貝 田 ）

髙村　翔
かける

ちゃん
健さん　里美さん （藤田光陽）

さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

～
変
更
が
あ
っ
た
ら
届
出
を
～ 

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
と
き
、

使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
住

所
を
移
転
し
た
と
き
等
は
、
お

早
め
に
運
輸
支
局
等
で
登
録
手

続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
自
動
車
税
の
問
い
合
わ
せ

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税

部
自
動
車
税
チ
ー
ム 

☎
５
２
３
‐
０
０
５
１ 

▼
自
動
車
登
録
事
項
等
の
問
い

合
わ
せ
　

 

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局 

☎ 

０
５
０
‐
５
５
４
０
‐

２
０
１
５

佐藤　豊藏さん 87 （ 泉 田 中 ）
霜 山 　 倉 さ ん 92 （ 滝 山 ）
渋谷　義已さん 85 （ 光 明 寺 ）
佐久間ハツイさん 91 （ 山 崎 舘 ）
八巻　勝弘さん 58 （ 大 町 北 ）
佐藤　ヨリさん 87 （ 第 4 ）
大沼トシ子さん 80 （ 貝 田 ）

後藤　澄
と う ま

磨ちゃん
智裕さん　智美さん （ 板 橋 南 ）

鴨田　紗
さ ら

來ちゃん
清敏さん　由未さん （藤田光陽）

吉田　圭
け い た

汰ちゃん
雅俊さん　さとみさん（石母田西）
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行事のお知らせ
5 月   9 日 土 みみずく「おはなし会」

13 日 水 くにみ女性教室開講式
14 日 木 阿津賀志学級開講式
19 日 火 子ども移動図書館（2 年生）
20 日 水 子ども移動図書館（1 年生）
23 日 土 少年仲間づくり教室開講式
24 日 日 町長杯スポーツ大会

（総合開会式、ソフトボール、
家庭バレーボール）

27 日 水 阿津賀志学級
28 日 木 ブックスタート
29 日 金 町長杯スポーツ大会

（グラウンドゴルフ）
成人学級

30 日 土 国見っ子わんぱく広場開所式
郷土史研究会　藤田方部講演会
町長杯スポーツ大会（テニス）

31 日 日 町長杯スポーツ大会（野球、卓球
バウンドテニス、柔道、剣道）

6 月   1 日 月 休館日
  2 日 火 子ども移動図書館（3 年生）
  9 日 火 阿津賀志学級

町長杯スポーツ大会表彰式

女
性
教
室
を

　
　
　
担
当
し
ま
す
　
　

　

今
年
度
か
ら
、
国
見
町
社
会

教
育
指
導
員
と
し
て
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
佐

藤
宏
子
で
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
、
教
室
で
の

学
習
が
有
意
義
な
も
の
に
な
り

ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

佐藤宏子さん

沢木順　復興支援コンサートⅤ
◆日　時 　6 月 14 日日　午後 2 時開演（午後 1 時 15 分開場）
◆場　所　観月台文化センター体育館
◆入場料　無料（全席自由）※上履きをご持参ください
◆予定曲目　メモリー、見果てぬ夢、愛せぬならば　ほか
◆特別出演　日舞若柳流 若柳会、国見フラクラブ
◆問い合わせ　実行委員会　代表　阿部　☎ 585-2648　
                          　観月台文化センター　　☎ 585-2676

　

4
月
24
日
、
25
人
の
学
級
生

の
出
席
の
も
と
、
成
人
学
級
開

講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
花
井
忠
学
級
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
岡

崎
教
育
長
か
ら
「
自
分
・
人
と

の
つ
な
が
り
・
達
成
感
の
3
つ

を
大
事
に
」
と
の
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公
立
藤
田
総
合
病

院
副
院
長
佐
藤
昌
宏
先
生
か
ら

「
脳
卒
中
と
予
防
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日

本
で
は
脳
卒
中
が
寝
た
き
り
の

「
脳
卒
中
」
を
防
い
で
生
き
生
き
と
！

成
人
学
級
開
講
式

主
要
因
で
あ
る
こ
と
や
、
予
防

策
と
し
て
、
喫
煙
・
飲
酒
を
控

え
、
適
度
な
運
動
を
と
る
べ
き

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
新
た
な
学
級
委
員
長

に
村
木
陽
子
さ
ん
を
選
出
し
ま

し
た
。
お
互
い
に
支
え
あ
い
な

が
ら
一
年
間
活
動
し
て
い
く
こ

と
を
確
認
し
、
今
年
度
の
成
人

学
級
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

講演をする佐藤副院長

藤田方部歴史講演会

「在郷・旧藤田村の変遷」
講　師　菊池利雄氏

　　　　800 年以上前から古い記録に登場する藤

　　　　田・山崎・石母田の変遷史について、古

　　　　地図や古文書を用いながら迫ります !　　　

◆日　時　5 月 30 日土

　　　　　午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分

◆会　場　観月台文化センター大研修室

◆入場料　無料 ( 申込み不要 )　

◆主　催　国見町郷土史

　　　　　　　　研究会

◆後　援　国見町

　　　　　　教育委員会

町民講座工芸教室　
「ミニチュア古民家づくり」

◆期　日（全 6 回）

6 月 18 日木、7 月 9 日木、23 日木、8 月 6 日木、　

8 月 20 日木、9 月 3 日木

◆時　間　午後 7 時から午後 8 時 30 分

◆場　所　観月台文化センター

◆講　師　井上秋月氏（ふるさと工房主宰）

◆対　象　一般町民及び国見町に在勤する方

　　　　　　　　　　　◆定　員　15 人程度

　　　　　　　　　　　◆材料費　6,000 円

　　　　　　　　　　　　　　　（全 6 回分）

　　　　　　　　　　　◆申込み　5 月 29 日金

　　　　　　　　　　　　　　　   まで

観月台文化センターの利用できる部屋が増えました !!

募集

　役場機能の新庁舎への移転に伴い、5 月 11 日からこれまで利
用を制限していた、大研修室及び第一会議室の一般利用を再開
します。
　観月台文化センターの使用可能な部屋は以下のとおりとなり
ますので、サークル活動や会議等、コミュニケーションの場と
してご活用ください。

　使用可能な部屋
　地階：栄養指導室（79㎡・35 人）
　1 階：第 1 和室（44 畳・65 人）、第 2 和室（12 畳・18 人）、
　　　   茶室（8 畳）、大研修室（177㎡・100 人）
　2 階：第 1 会議室（64㎡・30 人）
　3 階：第 1 研修室（60㎡・30 人）、第 2 研修室（36㎡・15 人）、
　　　   第 3 研修室（60㎡・30 人）、 第 3 和室（46 畳・65 人）
　※予約は２か月前から可能となり、先着順となります。
　※予約は 1 団体 1 件とさせていただきます。
　※詳しくは生涯学習課まで問い合わせください。

◆申込み方法
・申請は、休館日を除く午前 9 時から午後 9 時 30 分に申請者が
   直接来館し、所定の申請用紙に必要事項をご記入下さい。

大研修室

第 1 会議室

◆その他
・ホールについては、修復工事が終了後、あらためてお知らせします。
・1 階ラウンジと地下演習室については、原発災害対策課が引き続き業務を継続するため、一般利用はできま
   せん。

・2 階第 2 会議室、保健指導室は生涯学習課が業務で使用するため、一般利用はできません。
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〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場

放送日 放　送　内　容

5/15 新緑の国見を楽しむ♪

放送日 放　送　内　容

5/22 くにみの歴史

5/29 こだわってます！！

6/5 くにみのびっくり！

4 月の人事異動で今月号より広
報を担当させていただくことに
なりました。まだ不慣れなとこ
ろが多くあると思いますが、頑
張っていきたいと思います。今
後、取材でさまざまなところに
お伺いしますのでよろしくお願
いします。 （Y.Y）

あ と が き

くにみ
カレンダー

5月
日 月 火 水 木 金 土

8 9
・いきいきサロン

第8・第9
（午後1時半～）

・広報くにみ
5月号発行日

・役場庁舎落成式
・合併60周年記

念式典

10 11 12 13 14 15 16
・いきいきサロン

川内（午前10時～）
山崎（午後1時半～）

・いきいきサロン
太田川（午前10時～）
第3（午後1時半～）

・くにみ女性教室
開講式

・粗大ごみ収集日

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・心配ごと相談
・阿津賀志学級開講式
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大木戸（午後1時半～）

・国見小学校運動会

17 18 19 20 21 22 23
・いきいきサロン

泉田下（午後1時半～）
・いきいきサロン

内谷・鳥取
（午前10時～）
德北（午後1時半～）

・障がい者相談

・いきいきサロン
第1（午後1時半～）

・ニコニコ相談会

・いきいきサロン
第2（午後1時半～）

・乳幼児健診3歳6か月
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
光明寺（午後1時半～）

・少年仲間づくり
教室開講式

24 25 26 27 28 29 30
・町長杯スポーツ

大会開会式
（ソフトボール・バ
レーボール）

・いきいきサロン
板橋（午前10時～）
高城（午後1時半～）

・いきいきサロン
石母田（午後1時半～）

・献血

・いきいきサロン
貝田（午後1時半～）

・阿津賀志学級
・粗大ごみ収集日

・いきいきサロン
大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・乳幼児健診3・9 か月
・心配ごと相談
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・成人学級
・町長杯スポーツ

大会
（グランドゴルフ）

・国見っ子わんぱく広場開所式
・町長杯スポーツ大会（テニス）
・郷土史研究会

藤田方部講演会
「在郷・旧藤田村の返還」
（午後1時半～大研修室）

31 6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6
・町長杯スポーツ大会
（野球・柔道・剣道・バ
ウンドテニス・卓球）

・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・税金等納期限
固定資産税
軽自動車税

・観月台文化センター休館日

・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）
・町議会議員選挙

告示
・人権相談

・いきいきサロン
太田川（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日

・いきいきサロン
塚野目（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第4（午後1時半～）

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13
・町議会議員選挙

投票日
・いきいきサロン

山崎（午後1時半～）
・広報くにみ

6月号発行日
・阿津賀志学級
・町長杯スポーツ

大会表彰式

・いきいきサロン
第3（午後1時半～）

・いきいきサロン
耕谷（午前10時～）
藤田（午後1時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）


